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  代表　越川　倫明、　薩摩　雅登
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今年 67 歳を迎えられた越宏一先生は、2010 年の 3 月をもって、1979 年より 31 年間の長きにわたって教
鞭を執ってこられた東京藝術大学を退任なさいます。本論文集はこの新たな出発を記念して、先生のご
指導を受け、あるいはご学風に接した 34 人の執筆者によって献呈されるものです。
東京藝術大学美術学部芸術学科を 1965 年に卒業された先生は、ウィーン大学で 1971 年、古代末期の創
世記挿絵サイクルの伝統に関する論文「ウィーンの《世界史》写本 Die Wiener “Histoire Universelle”

（Cod. 2576） unter Berucksichtigung der sogenannten Cottongenesis-Rezension?」により博士号を取得な
さいました。そこで先生は、オットー･ペヒト教授やオットー･デームス教授といった優れた美術史家の
薫陶を受け、古代末期からビザンチンを含む広範な西洋中世美術史を学ぶのみならず、フランツ･ヴィッ
クホフ、アーロイス･リーグル、マックス･ドヴォルシャークなどを輩出しているウィーン学派の学風を
吸収されました。1972 年に帰国された後、1973 年に国立西洋美術館の研究員となられた先生は、数多く
の重要な展覧会を手がけるばかりではなく、同館所蔵作品の調査などに多大な功績を残すと同時に、精
緻な美術史論文の発表も続けられ、美術館がひとつの美術史研究センターとして機能するよう尽力され
ました。先生が美術館学芸員として親しく接した作品によって美的な質に対する鋭敏な目を養われたこ
とは、大学でのご指導の端々にもうかがうことができます。
その後、先生は 1979 年に母校、東京藝術大学に助教授として移られることとなりましたが、芸大だけで
はなく、非常勤講師として、東北大学、東京大学、早稲田大学、跡見学園女子大学などの数多くの大学
で後進を育てられました。講義の内容は、古代末期・初期キリスト教時代から北方ルネサンスに至るま
での絵画、彫刻、工芸に留まらず、実作品に対する豊富な知見に裏付けられた、生き生きとした美術史
の方法論にまで及んでいます。そこで先生が示されたのは、図像学的・様式論的な知識と観察に基づいて、
作品の造形的原理に肉薄する研究の姿勢でした。先生の謦咳に接したとき何よりも魅力として映るのは、
作品の美的内容の理解に焦点を絞った、このような作品分析ではないでしょうか。（中略）
さて、本論文集は古代末期から現代まで、きわめて多岐に亘る分野に跨っています。これらの論文は、
先生の美術史に対する学識の深さと関心の広がりをそのまま反映するものと言ってよいでしょう。表題
の「ルクス・アルティウム」は、美術史という学問を通じて芸術作品の深みからその光芒を掬い上げる、
先生のご業績を讃えるものとして記念論文集刊行会によって選ばせていただきました。装丁は、画家の
上葛明広氏によるものです。本論文集が先生の学恩へのささやかな感謝のしるしとなるのであれば、執
筆者一同、これにまさる悦びはありません。（「はじめに」より）
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